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清酒 の 火落菌 に 關す る研究 （第 4 報 ）

II．火落菌 の 發育促進性物質

C，火落菌及 び 酵母菌 の 發育促進牲物 質 と　Vitamin

　　BI　B2　concentrate 及 び Bios　fractionとの 關係

大 谷 義 夫

　微生物の發育は未知の有機物質の 存在に よ りて増 殖促進せ らる N 事は疑ふ 可か らざる事實

に して 是等の物質は動植 物の組織 、臟器 、酵母菌髏夊は夫等の 水溶液中 に含まれ 然 もそ の多

くは Vitarnin　B 物質 と共 存する か 故に從來往 々 に して V三tamin 　B を以て微生物の 發育促進

性物質の如 く想像せ られた り。 今茲に 微 生物 の發育 と Vitamin　B との 關係に つ きて 論ぜ ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘t）

れ た る研究を見 るに 、細菌類 に關 して Lt、 Cole＆ Lloyd が痳病菌 の 培養にば Vitanlin（血 液 の酒精

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）（3 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c4｝

＝ キ ス ）の 必要な逑べ Shearerは細菌類 中或 る種 の病原菌 の 發育 1；は特 ［；Vitamin の効な認 め 1Kligler

tt諸種 の 病原菌 が 動植物 の 組織fP加へ る t 良好 な る發育な示 す事は その 中に 含 まる s 水溶性 Vitamin物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （r・−7）

質 に依 る もの 嫁 る べ し 晝想像dVJ 、又 Davis の 研究1： よ れば influenza菌 の 發育 に は 2種 の 物 質た必要

t す b 而 して その
一一tt鐵 な 含 む 色素 1： して 、 他 は所謂 Vitamin 叉【i之 の類似物なり 、 更 に Agulhon ＆

　 　 　 〔暢）
Legroux は 該細菌 の 發育 1；對 し血 液及 び血蜻が 促 進作 用な なす 3 は蛋白質1； よ る 1：非すして Vitamin

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tg ）　　　　 　 　
に あ v丿ε 述べ 才：　v｝　， 最近 L；至 trJ　 Leichtentritt＆ Zlelaskesyskiは枸櫞汁 な 1）iphtheria菌に 與 へ その 發

青が 促進ぜ らる 、 ： ミな 知 vJ之 の 有効成分 は Vitamin　 D 　 L； よ る もの t 想像 ぜ り 、 然れ ど も M ’Leod ＆

　 　 ｛tO）

Wyon は2〜3の 細菌な 用 ひ 、 或 る種の Vitamin　B 含有食品 、 米糠 及 び 牛乳等な與へ †ころ t： 前 者 に は發

育促 進 性な 認 め し も後 2 者 1；は その効少 き事實 よ trJして Vitamin　B ミ 細菌 の 發 育促進性物質 t の 間 1：は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （覧】）

種 々 の 相逹點 あ vJ　t 述べ 、 次で Wyon は Vitamin 　B の細菌榮養上 の 効果 秘 否定 ぜ り、 火落菌 に 關 して

　 （t
’2，CIs）

も余 は既 に 該菌 の發育促 進性物質は Vitalnln　 B 本 體 ［：非 らざ る こ ピ な認 め 而 し （ 酵母菌 の 發育素れ る

Bi碼 ξ も異 る點 を 擧 げ t：　u）。 更 に酵母菌の 發育 要素†ころ Bios ミ Vitamln 　 t の 異 同 に 就きく見
一6　t： 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t14、　　　　　　 （15）　　　　　 u6 ）　　　 （17）

此 の 岡題 t：就 い
・q 工屡 々 論究 ぜ られナ巧 所 t：し

一
（Williahls，　B ］Lchm4nn ，　Swoboda．三 尾氏 、 Abderha］den

　 　 　 　 　 （18，　 （t9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （20）　　　　　　　　 （21〕

＆ Sohaum 跚
．
　Ide．等は 兩 者は 同

一
物な リミ考へ 、　 Emmett ＆ 8tockholm，　Funk ＆ Dubin

，　Fulmer，

N ，1，。。 ＆ Sh ，，w 。ぱh 。mm 職 雄 、服 部 蔽 改 讖 等はSl亅  ゆ 窃 る 試 粧 榔 り、 」・CMtr
　 （

’tS）
戸 出兵 は Vitarnin　B の 分 解 叉 は變形 産物 が 酵毋 の 發 育 な 助長 す る もの な らん ピ 考へらtt†：　v）。

　 か くの 如 く微生物の發 育促進性物質 と Vitamin　B との間には 騫接 なる醐 係を有 し居れ ど

も Vitamin化學の 進歩發逹 と共 に現在に 於て は Vitaminとして 取 り扱は る 曳範 鬩に は微生

物の發育要素を愈ます、而 して從來此の 方面の研究 に 於て 單に Vltamin又 は 水溶性 Vitamin

と稱する もの は Vitamin　B を意 味す る もσ）な り 、 最近 0）研究は Vitamin　B を B ，　B ， 及 び
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其他 の factorに分ナこれ tcれ どもい つれ も動物に對 して の み關係を有 す る もの で あ る。

　微生物の發育促進性物質中細菌の發育 促邁性物質 と酵母 Biosの 性質の比 較は細谷 、 黒屋
　 c27）

兩氏が溶血性連鎖球 菌 と酵母菌を用 ひ て 粗違あ る ことを認めた り。

　 〔13 ）

　余 は曩 きに 火落菌の發育促進性物質の 研究を行ひ該物質は 自然界 に於 て は Vitamin　B を含．

む母體 に存 すれ ど も該物質の性質は酵母菌の Bios の性質 とは異る こ とを述 べ た り。 然れ ど

も研究試料及 び實驗方法 の相逹せ る結果 を比較せ る の みにて は果 して 此の兩者が異 る こ との

證明にはな らす 、

’
故に余は火落菌及び酵母菌の 發育促進性物質の性質を比較せ んが爲 めに今

回試料及び 調製方法 を 同
一

に して 之を與 へ 、發育促逕性 に就 きて吟味せ り。

　　　　 1・實　　驗　　方　　法

　（i）供用菌種 　火落菌及 び酵母菌の菌種 として は次の ものを用ひナこ b。

　a．火落菌　前實驗 よ り引續き使用 せ る基木菌種の培養を用ふ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に s）

　b．酵母菌 　lll本頼三 氏の 實驗に よれば酵母菌中 、麥酒酵母は發育素を要求す る種類 であ るぐ

故に本實驗 にはそ の 目的の 爲に Sacchσroneyces 　Cerevisiae を用 ふ る こ とに した Q

　（ii）種植 法 種植量を 且徠 る だ け少量に用 ふ る こ との 必 要 な る 理 由は既 に前 報告 に述べ

た る が如 し、故 に火落菌は常法 に よ り基本菌株の 清酒10 日腸培養 、 酵母菌は 麹汁寒天新鮮培

養 を一
白金 耳綵 り之を 2  の Hayduck 液 に不等に淨邂せ しめ 、各 々

一白金 耳宛を種植す。

　（iii）培養基　火落菌の培養には無菌 清酒を試驗管に各 々 20  を分注 して 用ひ 、酵母菌の

培養に は Hayduck液 を使用す 、 此の際蔗糖は再 結 精製 し 、 そφ他 の物質は Kahlbaum製辞1

の EXtra　pure を用ひ、その溶液を 20  宛試驗管に容れて用ひ 、か くて 是等の培養液に發育

促 進性物質の試料を添加 して試験せ り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　（iv）發育促進性物質試 料　發育促進性物質の試料調製には最近の 研究に依 る Vitamin　Bi

及び B2　concentrate 及び Bios　fractionの 方法 を探用 し 、 更に是 等の試料を酸 、 ア ル カ リ 又は

フ ラ ー
二L等を用 ひて 處理 した る榕液 を作 りて そ の作用 を檢す る こ と N せ り。

　　　　 2．Vitamill　B
正 及び B2　concentrate との 關係

　　　　　　　　（i）Vitamin　B1 及 び、　
B2　concentrate の 調製

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c29）

　Vltam　in　B 【 及び Bl　 concentrate の調製法中 Vitamin　Bl は Ki？nerslay ＆ Peters 法 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （鋤 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Sl）

Vitamin　B2 は Sherman＆ Axtmayer 法 に依 りて調製せ しもの に して 、 最近鈴 木恒也氏の實

驗に於て も該法を應用せ られ て居 る。 （尚本實驗の 1部 は鈴木氏 よ り分 與せ られた る もの を

用 ふ ）。 其の 調製法は次の如 し。

o
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　（a｝Vitamin　BI　concentrate ．米糠 100gm に醋酸に て酸性 とせ る 水 500caを加 へ i畫夜放置

して抽 出し 、 之を吸引濾過 す 。 その透明溶液を 50° C 以下 に て 減壓濃縮 し後微酸性 とな る迄中

和 し ， 數回工 一テ ル を以て 油分を除去す 、 後 、 此の溶液に中性醋酸鉛 を加 へ て蛋 白質物及び

Vitamin　B2 を沈澱せ しめて濾別 し 、 濾液に硫化水素 を通 じ、 鉛 を別離 した る後減壓にて 25 

に濃縮 し、等量の 95％酒精を加 へ て保存す 。

　（b｝　Vitam｛n 恥 concentrate 。米糠 100gm に 水 200ecを加 へ 120°C にて 4時間加壓蒸氣を逋

じ Vitamin　Bl を破壞せ しめナこ る後 、 更 に 200  の 水を加 へ て 1畫夜靜置す 、 か くて 後 之を

濾過 しエ ーテ ル にて油分を除き減壓濃縮 して 25ca とし 95％酒精を等量加 へ て保存せ り。

　　　　　　　　 （ii）發育促進性物質 として の Vltamin　Bi 及 び Bs　concentrate

　火落菌及 び 酵母菌の發育 促進性 物質 と して 、 Vitamin　B， 及 び B2　concentrate 並に市 販

Oryzanin液の10倍稀釋液 を用 ひ、そ の 添加量を 0．1，
0．5，

1．0 及 び 3   とし 、 供試 菌種の發

育促進性を檢せ り 、 而 して 火落菌は 6 日間培養 、 酵母菌は 4F1閇培養 し 、 培養後 よ く振盪 し

其の溷濁度を以て 其の發育程度 を知 る o （以下之 に準す）

　　　　　　　　發育促進性物質 としての Vitamin　Bt 及 び 瑪 cohcentrate

　　　 培養温度 冨30 ° C

、

添 　加 　物 　質 　種 　類

ヴ 　　ィ　　 タ　　 ミ　　 ン 　　B1

〃

”

〃

ヴ 　 イ　　 タ　　ミ　 ソ 　 B2

〃

〃

〃

添 　加 　量　（ce ）

t 　　リ　 ザ 　 ニ 　 y 　 液

加 水

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（對 照 ）

15001500150015000013001300130013

火 　 畜　 菌
．．

　十十

十 十 士

十 十 十

十 十 十 ±

　十十

十 十 ±

十 十 十

十 十 十 ±

　 十 十

十 十 ±

十 十 ±

十 十 十

　 士

　 十

　 十

　 十 ±

酵　　母 　　菌

備 考 實驗結果は數回行 つ t：　Lの LZF 均な以て示す （以下 之 に從 ふ ）

　十十

十十 ±

十 十 十

十 十 十 ±

　十 十

十十 土

十 十 十

十 十 十 ±

　十十

十 十 ±

十 十 士

十十十

　 士

　 十

　 十

　 　 　 　 ■
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　 上表に見 る が如 く Vitamin　B 物質は之を加 へ る とき火落菌及び酵 母菌は共 に發 育を促 進

せ られ た り， 而 して Vitamin　B ，及 び B2　concentrate の い つれに も該作用あ る事 を認む 、 故

に是等兩物質中には供試 兩菌の發育促進性物質を含む もの と見て差支なき もの と思帷せ りQ

　　　　　　　　（iii）Vitamin　B1 及び B2　concentrate の酸 、 ア ル カ リ

　　　　　　　　　　 及び フ ラー土 處理 に よ る發育促進作用の變化

　Vitamin　B1 及 び B ！ concentrate 　2   に N ／5鹽酸又 は N ／5苛性曹逑 2   を 加 へ 2時 問加
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

温處 理 し後 之を中和 し 水 を加 へ て原液の 10倍稀釋液 となす 、 又 フ ラ ー土 を用 ひて吸着せ しむ

る揚合には豫 め10倍 に稀釋せ る溶液 とし之 に10％の フ ラー土 を加 へ て處理 しそ の濾液を使用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

す 、 是等の 方法 に關 しては第 3 報 に記せ り、 か くして處理 した る溶液 2c＝ 宛培養液に加 へ て

試験せ り。 その實驗結果 は次の 如し 。

　　　　　　　　 Vitamin　BI 及 び B2　Concentrate の酸 、ア ル カ リ及び

　　　　　　　　　フ ラー土處 壬甲に よ る發育促 進作用 の變化

　　 　 培養温度 ＝ 30°C

添　　加　　物　　質　　種　　類

イ

酸

ア

ブ

原

イ

ヴ

　

　

　

　

ヴ

酸

ア

ブ

原

加 水

タ　　ミ　　 ソ 　　B1

　　　　處

り

土

力

冖

ル

ラ

タ ミ　　 ソ 　　B2

　 處

理

理

理

液

　

處

處

處

處

り

土

力

一

ル

ラ

（對 照）

理

理

理

液

火 落 菌

十 十 十 ±

十十 ±

十 十 ±

十 十 十 ±

十 十十 ±

十 十 ±

十 十 士

十 十十土

　十十

酵 母 菌

十 十 十 土

十 十 十 ±

十 十 十 ±

十 十 十 ±

十十 十 ±

十十十 ±

十 十 十 土

十十 十 ±

　 十

　上表の 如 く Vitamin　B ， 及び B2　concentrate を酸 、 ア ル カ リ及び フ ラー土 に處理 せ る溶液

に就て 見 る に火落菌の發育促進性物質は ア ル カ リには破壞せ られ 、 フ ラー土 に吸著せ らる N

も 、酸 に對 して は變化 を受 けざる もの S 如し 、又酵母菌の發育促進性物質は是等の いつれに も

作用せ ら る 玉 事 なきが如 し。 而 して 此の火落菌の發育促進性物質の性質 は細谷 、黒屋兩叢防研

究せ ら枇 る溶雌 連鑽球菌の 鮪 要素の性質の 言e・W ・1：よ く一致す る もの な り。
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　　　　 3．BiOS 丘action との 關係

　　　　　　（1）Bios　fraCtionの調製

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ヒ2）

　Bios　fractionの 調製法の最 も適切 なる方法が最近 Narayananに よ りて 研究せ られた 、然れ

ども該方法は Bios所謂酵母の發育要素の fraCtionの 爲には その ま s 應用 し得 れ ども、細菌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

の發育促進性物質は前實驗 に示 せ る郊 く硝 酸銀 バ リ タ に沈 澱す るが故 に Narayanan法 中 硲

酸銀 バ リ タ 處理 以下を 2つ の fractionに分つ 必要あ り、故に余は硝酸銀 バ リ タ を使用 す る以

前を豫備操作 と し、以後を fraCtion　A 及 び B に 分 ちて 各 々 處理 せ り。

　（a ）豫備操作　供試料 として米胚芽及 び乾燥酵母を用ひ 、その各 々 を 400gm 探 りて フ ラ ス

コ に 入れ 、 50％酒精 を加 へ て 温浸 し、 殘滓は 2回同檬 に して 50％酒精に處理 し 、 濾液は 減壓

の もとに濃縮 し、之 に水酸化 バ リ ウ ム を加 へ て 20％濃度の溶液 とな さ しめナこ る後 2〜3時 間15

封度の 高温蒸氣に加熱 し 、 後 之に稀硫酸を加 へ て バ リ ウ ム を除去 し、 適當 に減壓濃縮 して 中

性醋酸鉛の過剩 を加 へ 1晝夜散置した る後濾過 し、溶液中の鉛 は之を硫化水素を遞 じτ 除き

再 び之 を濃縮 し80％温酒精 5倍量を加 へ て 3 回抽出す、抽 出液は之 を合 して酒精分を減壓 に

て 去 む少量 とし 5％硫酸に て溶解 し後飽和燐 タ ン グ ス テ ン 酸 （5％硫酸溶解）を過剩 に加 へ τ

1晝夜暗所 に 放置 して 濾過 し、沈澱は 之を少 量の 水に 洗ひ落 し 、 濾液 と別 々 に水酸化 バ リ ウ

ム を加 へ て處理す、か くて こ 具 こ生 じた る 沈澱を 去 り兩濾液 を合 し過 剩の バ リ ウ ム は硫酸を

以て硫酸 バ リ ウ ム として 分 つ 、か くて得 た る濾液は微酸性を呈す。 此の豫備操作を行ひナこ る

後此 の液に硝酸銀 バ リ タ を用 ひて濾液 と沈澱に分 つ 、前者を fraction　A とし 、 後者be　fraction

B となす 。

　 （b）Bios　fraCtion　A ．豫 謝 柴作を行っ τ 得ナこ溶液に 硝酸銀液 の過剩を加 へ 飽和水酸化 バ リ ウ

ム を加 へ て ア ル カ リ性 となす 、 此の際沈澱 を生す る敬之を濾 別す （枕 澱は fraction　B 、．水酸

化 バ リ ウ 厶 液に よ く洗滌 した る後 洗液 と濾液を合 して 之 に稀硫酸を加 へ て バ リ ウ ム を除去 し

更 に硫化水素を逋 じて 銀を分 ち此の溶液 を濃縮 し8  ％酒精な加 へ て 酒精不溶の無機物 を去 り

た る後 10％鹽 化 F：1ig， 液（酒精溶解）を加 へ 生 じた る赤褐色の 沈澱を濾過 し去 り、 濾液に硫化水

素を逋 じて 白金 を除きナこ る後 濃縮 して 10ecとなす。 是即ち Narayanan法によ る Bios　fraction

に して 酵母の 發育要 素は此 の fractionに來 る もの と迹 べ て居 る 。

　fc｝ Bios　fraction　B． 硝酸銀 バ リ タ の 沈澱を水に洗ひ落し稀硫酸を加 へ て 微酸性 とし 、 後硫

化水素 を迺 じて 銀 とバ ワ ウ ム を除き、濾液を濃縮 し80％酒精を加 へ
、 更に 10％鹽化 白金 を以

て 處理す る こと fraCtion　A　 O）揚合 と同樣 に し 、 最後に濾液 を濃縮 して 10  となす D
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　　　　　　　　 （ii）發育促進性物質 と して の Blos　fraction　A 及び B

　Bios　fractionに よ りて 得ナこる fractien　A 及 び B 溶液 を夫 々 10倍に稀釋 して 之を培養液中

に夫 々 0．1
，
0．5

，
1．5及び 3ec宛 注加 し以て發育促進性 を檢 せ り。

　　　　　　　　　　發育促進性物質 として の Bios　fractien　A 及び B。

　　　 培養温度 ＝30° G

添　加 物　質　種 類

米 　 胚　　 芽　　 水

ビ オ ス 　 フ ラ ク シ ョ ン A

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

ビ ォ ス 　 フ ラ ク シ ヨ ソ B

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　　　母 　　　　水

ビ ォ ス 　 フ ラ ク シ ヨ 冫
〆 A

　 　 　 　 　 〃　　　
’

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

ビ ォ ス 　 フ ラ グ シ ヨ ソ B

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 水　　　（對　　　照 ）

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

　 　 　 　 〃

添　加　量　（ec ）

酵

加

ー

ド
DOO

β

ρ

」

550

コ

30

α

1

　

　

　

　

　

a

」

あ

bO45

あ

沿

4

。5

石

つ

001300130013

火　　落　　菌

　 十 十

　 十 十

十 十 十

十 十 ±

　十 十

十 十 ±

十 十 士

十十 十 ±

十 ±

十十

十 子

十 十 ±

十十

十 十

十 十 ±

十 十 十

　 士

　十

　十

十±

酵　　母　　菌

　 十 ±

　 十 十

十 十十

十 十 十 士

　十 ±

　 十 ±

　十 土

　十 士

　十十

十
一
ド土

十 十 十

十 十 十 士

　十 ±

　十 ≠

　十 士

　 十 十

　 十

　 十

　 十

　 十

　以 上 の 結果を見 る に米胚 芽及び乾燥酵母の Bios　fractionを加 へ る とき火 落菌 及 び酵母菌

は い つれ も發育の 促進 せ らる 玉 事 を認め t り、 而 して 此の際火落菌 の發育促逕作用が酵母菌

の 之 に比 して署 し く異 る と見 らる s は火落菌の發育促進 が Bios　fraction　B 即 ち硝 酸 銀 バ リ
　　　　　　　の
タ に よ りて沈澱せ らる N 部分に著 しきに對 し酵母菌の そ れ は Bios　fractien　A 即 ち硝酸銀 バ
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リ タ にて沈澱せ られ さ
「
る部分 に存する こ とに して 換言すれば Narayananの Bios　fractionの

正確なる こ とを意味 し、 同時 に 余 の 前實驗に於 ける硝酸銀 バ リ タ沈澱の火落菌發育促進性物

質の性質を檢し＃ る緒果の確實 な りしを意味す る もの な り。

　　　　　　　　 （iii）B三〇s　fraction　A 及び B の 酸、ア ル カ リ及 び

　　　　　　　　　　　 フ ラー土處理に よる發育促進作用 の變化

　Bios　fraction　A 及 び B 溶液を 2  とり之に N ／5鹽酸及び N ／5苛性 曹逑 2 。G を加 へ 2時

間加温 し後之 を中和 し、夏に水にて原液の 10倍に稀釋せ る溶液 とな し 、 夊 フ ラー土 を用 ふ る

揚合は豫 め原液の 10倍稀釋液 とせ る もの に10％の フ ラー土 を加 へ 處理 せ る こ と凡て 前述の如

し、か くて 得た る液 2  を試験管培養液に加 へ て櫨 しナこ るに 、 その實驗成績は次の 如 し。 而

して火落菌及 び酵母菌の 培養は 前案驗 と同樣に して行ふ 。

　　　　　　　　　．Bios　fraCtion　A 及び B の 酸 、
ア ル カ リ及 び フ ラー土

　　　　　　　　　處理に よ る發育促進性の變化

　　　 培養温度 躍30 °C

添　　加　　物　　質　　種　　類

来

酵

加

　 胚

ビ 　ナ　ス

　 酸

　 　 ア

　 ，フ

　 原

ビ 　ナ　ス

　 酸

　 　 ア

　 　 ブ

　　原

ビ オ　ス

　 酸

　 　 ア

　 　 ブ

　 原

ビ 　 オ　 ス

　 酸

　 　 ア

　 　 フ

　 　原

芽　　　水

フ ラ ク シ ヨ ソ A

處

ル 　　 カ　 　 リ

ラ　　ー　 　土

理

理

理

液

　

處

處

　

　

　

O

フ ラ ク シ a ン B

理

理

理

液

　

處

處

　

リ

土

處　

力

　冖

　

ル

ラ

　

　

理

理

理

液

　

A

　

ソ

　

處

處

水

四

・

二

　

”

處

　

ラ

　

　
カ

　冖

　

フ

　

　

　

ル

ラ

母

フ ラ ク シ ヨ ン B

　　 處

處

處

り

土

力

冖

ル

ラ

水 （對

理

理

理

液

贓

火 菌

十

士

土

十

十

十

十

十

酵 母 菌

’
十十十

十十

十 十

十十士

十

士

±

十

十

十

十

十

十十 十

十 十

十 十

十十十

十 ±

十 十 十

十 十 十

十 十 十

十 十十

十

十

十

十

＋ 十十

十 十 十

十 十 十

十 十 十

十

十

十

十

十

　

　

　

　

●
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　以上の實驗 結果を遖覽す るに火落菌の發育促 進性 物實は Bios　fractionを用 ひナこる瘍合に

もア ル カ リ及び フ ラー土 に處理せ る もの は著 し く發育増殖性が鈍 ゆた り、され ど酵母菌に對

して は か N る關係を認 めす 、而 して叉火落菌に對 して は fraction　B が有効 なる に 拘 らす酵母

菌 には fraCtion　A の 方が作馬署 しき事 は前述せ るが如 し 。

　　　　 4．摘　　　　　要

　本實駿結果 を摘録すれ ば次の 如 し。

　1・Kinnerslay　and 　Peters法 に よ る Vitarnin　Bt　concentrate 及 び Sherman　an4 　Ax ヒmayer 法

に よ る Vhamin 　B2　concentrate ’i」 には火落菌及 び酵 母菌の發育促進性物質を含有 す 。

　2．是等の Vitamin　BI
，
　B2　concentrate を酸 、

ア ル カ リ及 び フ ラー土 に處 理 せ しに火落菌に

對 し て は ア ル カ リ 及 び フ ラ土 に 處理せ る揚合に發育促進性 を失ふ も、酸處理液には變化 な し

而 して酵母菌に對 して は是等の いつれ に も變化 せ らる 玉事 を認めす 。

　3．火落菌及び酵璋菌の發育促進性に就て Bios　fractionとの 關係を見ん が爲に Narayapan

fraction法 を應用す る こ とに したれ ど も、 余の齣實驗 に於て火落菌の發育促 進性物質が峭酸

銀 バ リ タ に沈 澱す る こ とよ りして 、 Narayanan法 に よ る硝酸 銀 バ リ タ に沈 澱せ ざる部 分 を

fraction　A とし t 之に沈澱する部 兮を fraction　B として試孅せ しに 、 火落菌の發育促進性物
’

質は fraction　B の方 に 、酵母菌の夫れは fraction　A の方 に移 る こ とを確かめた り。

　4．Bios　fraction　A 及び B を各 々 酸、ア ル カ ・リ 及び フ ラ
ー

二L に處 理せ る結 果は V ぬ min

B1，　 B ， の concentrate に 於ける揚合の 如 く、 火落菌の發育促進性物質は ア ル カ リ及 び フ ラー

土 に 處理 する こ とに よ りて該作用を損すれ ど も、酵母菌 に對 してはか L る變化 を見す。

　 5．本研究結果に 見 る如 く火落菌 の發育促進性物質 と酵母菌 の發育促進性物質 Biosとは 明

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CL，q）

らか に その性質を異にするもの な り、 而して 前者の性質は寧ろ細谷 、黒屋兩氏の研究せ られ

た る溶血性連鑽球菌 の發育要素の性質 と
一致す る處多 し。

　本實驗 に關 し鈴木恒也氏 よ tr｝受 tlt：る御好意 1：謝意 奄表し 、 夂 松 本 正 三 君 の 助力心 謝 す 。
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